
六
月
十
六
日
（
土

、
今
年
度
も
鹿
児
島
大
学
，

）

九
州
大
学
を
は
じ
め
八
大
学
か
ら
十
九
名
の
講
師
の

先
生
を
迎
え
て
、
二
・
三
年
対
象
に
出
前
授
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
事
前
に
講
義
テ
ー
マ
を

参
考
に
希
望
し
た
講
座
を
一
講
座
十
五
名
か
ら
七
十

九
名
で
受
講
し
ま
し
た
。

大
学
の
学
部･

学
科
の
説
明
の
あ
と
、
六
十
分
間

の
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は

『
偽
文
書

、

の
世
界
』

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
人
間
文
化

(

学
科

小
崎
閏
一
教
授

『
身
近
に
存
在
す
る
有
害

)

、

貴
金
属
と
分
析
法

（
鹿
児
島
大
学
工
学
部
生
体
工

』

学
科

大
木
章
教
授
）
な
ど
様
々
な
分
野
に
及
び
専

門
的
な
内
容
の
講
座
で
し
た
。
中
に
は
、
装
置
を
持

、

，

参
さ
れ

実
際
に
生
徒
を
実
験
に
巻
き
込
ん
だ
り
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
，
九
州
大
学
工
学
部
航
空
宇
宙
学
科
の
麻

生
茂
教
授
は
「
航
空
宇
宙
の
展
望
」
と
題
し
て
講
義

を
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
初
の
宇
宙
船
・
ス
ペ
ー
ス
シ

ッ
プ
ワ
ン
の
飛
行
実
験
の
様
子
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
示

し
な
が
ら
，
今
後
の
日
本
の
宇
宙
開
発
へ
の
期
待
と

民
間
で
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
具

。

「

」

体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

そ
し
て
最
後
に

夢

を
持
っ
て
そ
の
実
現
の
た
め
に
大
学
で
学
ん
で
欲
し

い
と
生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
各
講

座
と
も
、
各
講
師
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
義
と
生
徒
の

真
剣
な
態
度
が
相
ま
っ
て
校
内
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

。

，

雰
囲
気
が
漂
い
ま
し
た

講
師
の
先
生
方
の
中
に
は

生
徒
の
熱
い
ま
な
ざ
し
に
つ
い
つ
い
時
間
を
超
過
し

て
し
ま
っ
た
と
語
る
方
も
お
ら
れ
、
生
徒
の
反
応
も

よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

『
地
球
か
ら
星
ま
で
の
距
離
を
計
算
で
き
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
，
質
量
ま
で
分
か
る
と
い
う

の
は
初
め
て
知
っ
た
。
今
，
地
球
に
い
て
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
だ
が
，
も
っ
と
知
る
こ
と
が
出
来
た

ら
い
い
と
思
う
。
特
に
私
は
天
体
に
興
味
が
あ
る
の

で
，
宇
宙
の
研
究
を
深
め
た
い
と
思
う
。
ま
た
，
宇

宙
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。
ど
こ

ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
知
り
た
い
で
す
。
さ
ら
に
，

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理
論
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
，
宇
宙
は
本
当
に
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
，
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
る
か
ら
で
す
。
今
日
の
授
業
で
知
り

た
い
と
思
う
こ
と
が
増
え
た
の
で
是
非
大
学
へ
行
っ

て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
，
勉
強
を
頑
張

っ
て
合
格
し
た
い
と
思
い
ま
す

』。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
位
置
と
か
，
ド
イ
ツ
語

を
話
す
国
な
ど
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
，

今
日
の
授
業
は
と
て
も
興
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
語
と
英
語
の
微
妙
な
違
い
を
見
つ
け

る
こ
と
も
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
同
じ
文
字

を
重
ね
た
ら
ド
イ
ツ
語
に
な
っ
た
り
，
逆
に
英
語
に

な
っ
た
り
，
英
語
か
ら
ｅ
を
と
る
と
ド
イ
ツ
語
，
ド

イ
ツ
語
か
ら
ｅ
を
と
る
と
英
語
な
ど
，
本
当
に
ち
ょ

っ
と
し
た
違
い
で
言
葉
が
変
わ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
私
は
，
言
語
に
興
味
が
あ
っ

て
こ
の
コ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
言
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
講

師
の
先
生
の
好
き
な
ド
イ
ツ
語
「
ダ
ン
ケ
シ
ェ
ン
」

私
も
し
っ
か
り
覚
え
て
お
き
ま
す

』
。

朝
か
ら
生
憎
の
大
雨
で
，
準
備
等
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
十

、

、

四
校
か
ら
三
十
四
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ

ま
ず

五
限
目
の
全
ク
ラ
ス
公
開
授
業
を
一
年
生
か
ら
三
年

生
の
教
室
ま
で
参
観
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
一
年
生
の

授
業
を
熱
心
に
参
観
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

。

、

、

た

そ
の
後
の
会
議
で
は

学
校
長
挨
拶
の
後

本
校
職
員
に
よ
る
説
明
（
教
務
部
・
進
路
指
導

部
・
生
徒
指
導
部
・
一
学
年
部
）
を
行
い
現
状

報
告
を
し
ま
し
た
。

協
議
・
質
疑
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
入
試
に
関
す
る
質

、

）

問
が
多
く

本
校
を
希
望
す
る
生
徒(

中
学
生

達
の
進
路
希
望
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
、

各
中
学
校
担
当
者
と
の
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
具
体
的
に
、
今
年
度
の
入
学
生
の

様
子
や
、
卒
業
生
の
進
路
先
等
送
り
出
し
た
生

徒
達
の
こ
と
を
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
姿
が
目
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
と
の
面
談
を
希
望

さ
れ
た
中
学
校
の
先
生
方
は
、
生
徒
一
人
一
人

と
高
校
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
体
験
入
学

に
は
、
す
で
に
五
百
名
近
い
希
望
者
が
あ
り
、

こ
の
状
況
が
、
連
絡
会
を
通
し
て
よ
り
本
校
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。
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鹿児島県立

鹿屋高等学校

十
九
人
の
外
部
講
師
に
よ
る

出

前

授

業

中
高
連
絡
会

計算力学と計算機シミュレーション

郭先生(鹿児島大)

中高連絡会風景

偽文書の世界

小崎先生(志學館大)

生
徒
の
感
想

年
男
子
「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
望
遠
鏡
で
見
る
宇
宙
」

二

生
徒
の
感
想年

女
子
「
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
へ
」

三



六
月
八
日
（
金
）
に
三
年
生
，
十
五
日
（
金
）
に

一
年
生
，
二
十
二
日
（
金
）
に
二
年
生
を
対
象
と
し

て
学
年
ご
と
に
性
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

。

，

た

エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
人
格
の
尊
重

男
性
・
女
性
の
生
理
的
・
心
理
的
・
社
会
的
特
性
を

理
解
し
，
異
性
に
対
す
る
思
い
や
り
や
責
任
を
自
覚

し
た
う
え
で
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
，
そ

し
て
，
性
や
健
康
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
心
構

え
を
学
び
，
性
感
染
症
へ
の
適
切
な
対
応
や
，
生
命

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
，
三
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
話
に
聞
き
入
り
，
自

分
を
大
切
に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
，
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
，
生
命
の
尊
厳
に
つ
い
て
も
正
し
い
理
解
が

深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

六
月
十
八
日
（
月
）
前
期
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
以
下
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

折
久
木

雄

大
（
根
占
中
）

副
会
長

谷

川

義

弥
（
鹿
屋
東
中
）

書

記

佐
々
木

博

道
（
協
和
中
）

会

計

福

丸

志

織
（
大
崎
一
中
）

同

森

田

智

華
（
根
占
中
）

文
化
委
員
長

加

藤

瞭

典
（
上
小
原
中
）

同
副
委
員
長

岩

坪

光
太
郎
（
鹿
屋
中
）

厚
生
委
員
長

田

畑

圭

也
（
内
之
浦
中
）

同
副
委
員
長

坂

口

愛

（
波
野
中
）

風
紀
委
員
長

新

原

拓

也
（
国
見
中
）

同
副
委
員
長

上

原

晋

（
鹿
屋
東
中
）

図
書
委
員
長

城
ヶ
崎

亜
都
司
（
波
野
中
）

同
副
委
員
長

古

場

翔

大
（
垂
水
中
）

保
健
委
員
長

廣

田

綾

香
（
鹿
屋
東
中
）

同
副
委
員
長

堀

田

将

之
（
大
姶
良
中
）

交
通
委
員
長

新

福

拓

也
（
高
須
中
）

同
副
委
員
長

松

元

正

太
（
鹿
屋
中
）

体
育
委
員
長

前

田

大

洋
（
神
川
中
）

同
副
委
員
長

大

楽

知

佳
（
鹿
屋
東
中
）

前
期
は
行
事
も
多
く
大
変
で
す
が
，
執
行
部
全
員

協
力
し
て
三
星
健
児
の
心
意
気
を
期
待
し
ま
す
。

六
月
十
一
日
（
月
）
に
三
年
生
を
対
象
に
，
六
月

二
十
一
日
（
木
）
に
は
二
年
生
を
対
象
と
し
て
単
車

実
技
講
習
会
を
寿
自
動
車
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

普
段
，
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
る
と
は
い
え
，

よ
り
安
全
な
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
参
加
対
象
者
は
一
五
八

名
と
多
く
，
梅
雨
の
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
真
剣
な

態
度
で
，
全
員
講
習
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
全
員
が

無
事
故
・
無
違
反
の
三
星
健
児
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

六
月
十
五
日
（
金
）
に
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
進
路

講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

「
夏
を
制
す
る
」
た

。

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
，
こ
れ
か
ら
の

進
路
実
現
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
，
講
演
会
と
学
年
・

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
林
玲
志
先
生
を

講
師
と
し
て

「
第
一
志
望
校
突
破
に
向
け
て
」
と

，

題
し
て
の
講
演
で
し
た
。
内
容
と
し
て
は
，
①
真
の

受
験
生
に
き
み
は
な
れ
て
い
る
か
。
②
卒
業
後
の
進

路

③
大
学
入
試
の
現
状

④
希
望
ど
お
り
の
進
学

を
す
る
た
め
に

⑤
こ
れ
か
ら
の
学
習
法

と
い
う

も
の
で
し
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
の

数
ヶ
月
が
ま
さ
に
正
念
場

「
や
い
か
ぎ
い
や
る
」

。

を
合
い
言
葉
に
と
に
か
く
全
力
投
球
で
頑
張
っ
て
欲

。「

」

。

し
い

常
に
一
歩
前
へ
の
精
神

で
走
り
抜
こ
う

三
つ
の
中
学
校

の
皆
さ
ん
，
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
先
輩
の
講

話
，
ど
う
で
し
た

か
。
未
来
の
三
星

健
児
と
し
て
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
大
崎
中。

）

の
皆
さ
ん
で
す
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性
に
関
す
る
講
演
会

生
徒
会
新
役
員

単
車
通
学
生
実
技
講
習
会

７月の主な行事

～
三
日
（
火
）

期
末
考
査

三
日
（
火
）

防
災
訓
練

五
日
（
木
）

公
開
授
業

七
日
（
土
）

三
星
道
場

九
日
（
月
）
～
十
日
（
火
）

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

（

）

（

）

十
四
日

土

～
十
五
日

日
（

）

進
研
模
試

全

二
十
日
（
金
）
終
業
式

二
十
三
（
月
）

～
三
十
一
日
（
火
）

夏
季
課
外
前
期

二
十
三
（
月
）

～
三
十
一
日
（
火
）

一
年
家
庭
訪
問

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

右見て左見て！

学
校
訪
問
～
細
山
田
・
垂
水
・
大
崎
中

単車実技講習会

進路講演会

三
年
生
進
路
講
演
会




